
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 104 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 4単位 年次 ３年次 

使用教科書 物理 改訂版 （啓林館） 

副教材等 
セミナー物理基礎＋物理（第一学習社） 

フォトサイエンス物理図録（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理とは「ものの理（ことわり）」意味する言葉です。物理現象に出会い，現象が起こる理由が

よくわからないときは，「なぜだろう」と疑問に思うことを大事にしてください。 

物理の学習においては，次のような双方向の能力が求められます。 

・ 物理学的な現象を数学的に表現すること。 

・ 数学的表現から物理学的な現象を思い描き，理解すること。 

「公式を丸暗記し計算する」というのは「物理」の本質とはかけ離れたものとなります。 

自然現象をよく「観察」し，そこに現れる様々な物理量の関係性について「思考」し，その結果

を数式を用いて「表現」されることで物理学は発展してきました。その経過をしっかりと辿って

いくことを心掛けてください。授業受けた後は必ず「復習」をしましょう。問題を解くだけでな

く，必ず教科書の授業内容に関する部分を読み返し，上記の「経過」をしっかりと理解できるよ

うに努めましょう。他人に説明できるようになってはじめて，「理解した」と言えるでしょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・物理的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理解し，科学的な自然観を

身に付ける。 

・物理的な事物・事象について，目的意識をもって観察・実験などを行い，物理学的に探究する

能力と態度を育てる。 

・科学技術の在り方について意思決定する際に，物理学（科学）的な視点に立った見方や考え方

を用いようとする態度を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身の回りにある物理

の事物・現象につい

て、関心、好奇心を示

し、意欲的にそれらを

探究しようとする態

度を身に付けている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し，探究

する過程を通して，科

学的に考察し，導き出

した考えを的確に表

現している。 

実験の，基本操作の習

得。過程や結果を的確

に記録，整理し，表現

する技能を身に付け

ている。 

自然の事物・現象の

中で物理学の基本的

な概念や原理・法則

を系統的に理解し，

身に付けている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・発問応答の評価 

・提出課題の評価 

・発問応答の評価 

・実験レポートの評価 

・定期考査の評価 

・実験，観察に取り組

む態度の評価 

・実験レポートの内容 

・定期考査の評価 

・定期考査の評価 

・実験レポートの評

価 

・発問応答の評価 

・提出課題の評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ １ 

様
々
な
運
動 

○物体の運動 

・平面内の運動 

・落体の運動 
   ○ 

a:落体の運動から惑星の運動に至る

までの多様な運動や２物体の衝突

分裂，剛体の回転運動について，な

ぜそうなるのかについて関心を示

している。 

b:上記の現象についてその本質を理

解し，言葉，数式，グラフ・図を用

いて説明できる。 

c:等速円運動や単振動などについて

の基本的な実験を主体的・協力的

に実施し考察することができる。 

d:多様な運動について正確に力を描

き，運動の法則や力学的エネルギ

ーの考えなどを用いて，その現象

を表現できる。 

・授業態度 

・発問応答 

・定期考査 

・実験レポー

ト 

・課題提出 

 

○剛体のつり合い 

・剛体のつり合い 

・重心 
 ○  ○ 

○運動量と力積 

・運動量の保尊 

・反発係数 
 ○ ○  

○円運動と単振動 

・円運動 

・慣性力 

・単振動 

 ○ ○  

○万有引力 

・万有引力 
○   ○ 

１ 波 ○波の性質 

・正弦波の表し方 

・波の伝わり方 
   ○ 

a:音と光の多様な具体的現象が，な

ぜそうなるのかについて関心を示

している。 

b:音波や光波を含む波の諸現象につ

いてその本質を理解し，言葉，数

式，グラフ・図を用いて説明でき

る。 

c:波の多様な現象の観察や実験を主

体的・協力的に実施し考察するこ

とができる。 

d:波の多様な現象について基本的な

概念や法則を理解し，物理的な視

点から現象を表現できる。 

・授業態度 

・発問応答 

・定期考査 

・実験レポー

ト 

・課題提出 

 

○音 

・音の性質 

・ドップラー効果 
 ○ ○  

○光 

・光の性質 

・レンズと鏡 

・光の回折と干渉 

○  ○  
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２ 熱 ○気体分子の運動と状態

変化 

・気体の法則 

・気体分子の運動 

・気体の状態変化 

 ○  ○ 

a:気体の圧力・温度と分子運動との

関係や気体の状態変化について関

心を示している。また，原子・分子

の立場から内部エネルギーを理解

しようとしている。 

b:気体の分子運動論の立場から，熱

と温度と内部エネルギーについて

実証的・総合的に考察できる。 

c:気体の状態変化に関する実験を通

して，熱・仕事・内部エネルギーの

関係についてイメージできるよう

になる。 

d:気体の分子運動・圧力・温度・内部

エネルギーの基本的な概念につい

て理解し，内部エネルギーを含め

たエネルギー保存の法則として熱

力学第１法測を用いて気体の状態

変化について表現できる。 

・授業態度 

・発問応答 

・定期考査 

・課題提出 

 

２ 電
気
と
磁
気 

○電場と電位 

・静電気とクーロンの法則 

・電場と電位 

・コンデンサー 

 ○  ○ 

a:多岐に渡る現象が見られる電磁気

の分野の個々の現象について，な

ぜそうなるのか関心を示すととも

に，日常生活の中でそれぞれの現

象がどのように利用されているか

について理解しようとする。 

b:上記現象についてその本質を理解

し，言葉，数式，グラフ・図を用い

て説明できる。また，電磁気の現象

を利用した様々な技術について，

電場や電位・電子の運動の観点か

ら考察することができる。 

c: 電磁気の多様な現象の観察や実

験を主体的・協力的に実施し，基本

的な電流回路の接続のきまりや実

験器具の使い方を習得できてい

る。また，電流や磁場に関する実験

データの扱い方を習得し，結果を

正しく表現するとともに，電場や

磁場の性質について考察すること

ができる。 

d: 電磁気の多様な現象についての

基本的な概念や法則を理解し，

個々の現象について物理的な視

点，考え方を用いて表現できる。 

 

・授業態度 

・発問応答 

・定期考査 

・実験レポー

ト 

・課題提出 

 

○電流 

・電流と抵抗 

・直流回路 

・半導体 

○  ○  

○電流と磁場 

・磁気力と磁場 

・電流がつくる磁場 

・電流が磁場から受ける

力 

・ローレンツ力 

 

○電磁誘導と電磁波 

・電磁誘導の法則 

・磁場中を運動する導体

棒 

・自己誘導と相互誘導 

・交流の発生と交流回路 

・電磁波 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

○ ○ 
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２ 原
子 

○電子と光 

・電子の電荷と質量 

・光の粒子性 

・X線 

・粒子の波動性 

 

○原子・原子核・素粒子 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

○ ○ a:原子物理の発展の歴史とその中

で，どのような法則等の発見があ

り，それが現代の科学・技術にどう

繋がっているのかについて関心を

示している。 

b:上記の流れにおいてポイントとな

る現象とそれを説明するための理

論について解説できる。 

c:過去から現在，未来に至る人類の

営みの中で物理・科学・技術がどの

ようなはたらきをしてきたかを具

体的な事象に関して考察すること

ができる。 

d:電子の発見に関する歴史的な実験

について，その内容・結果について

物理学の観点から表現できる。ま

た電子や光の示す二重性や原子モ

デルおよび原子核反応に，原子力

の利用や放射線について基本的な

概念や法則を理解している。 

・授業態度 

・発問応答 

・定期考査 

・課題提出 

 

３ 

問
題
演
習 

総合問題演習 

 ○  ○ 

a:これまでの学習内容を振り返り，

習得しようと問題演習に意欲的に

取り組んでいる。 

b:自然現象や現代の科学技術につい

て，物理現象との関りや利用につ

いて考察し，物理法則を用いて適

切に表現できる。 

d:物理学の諸現象について基本的な

概念を理解しており，様々な法則

を適切に利用することができる。 

・授業態度 

・発問応答 

・課題提出 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


